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次の文章で正しいとき(a)、誤っているとき(b)をマークシートの解答欄 

76〜80 にマークしなさい。 

 

1  小脳皮質は第一裂(primary fissure)を境とする細胞構築の違いから、

前葉と後葉とに区分できる。M76  

 

2  小脳に存在する細胞はプルキンエ細胞をはじめとして、すべて抑制性の 

  細胞である。M77 

 

3  小脳損傷では膝蓋腱反射は消失する。M78 

 

4  左側小脳皮質(手の領野)の損傷では、痙性麻痺がみられ、左側の手を随

意的に動かすことが出来なくなる。M79  

 

5  小脳損傷に伴う振戦 (tremor) は、力を入れずに手を膝の上に置いてい

る状態で出現する。M80 


